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拓
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
台
湾

ル
ー
ト
拡
大
に
力
を
入
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
日
本
の
製
品
を
亜
熱
帯

地
域
で
販
売
す
る
際
、
台
湾
で
テ
ス

ト
を
行
う
こ
と
で
、
亜
熱
帯
地
域
に

合
っ
た
製
品
へ
改
良
す
る
こ
と
が
で

き
る
」こ
と
な
ど
を
挙
げ
、両
国
の
連

携
に
意
欲
を
見
せ
る
。

　

展
覧
会
出
展
者
対
象
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
馬
英
九
総
統

も
来
場
し
、エ
コ
に
対
す
る
熱
意
と

日
本
企
業
へ
の
歓
迎
の
意
を
示
し
た
。

　

環
境
技
術
の
開
発
で
世
界
１
位
の

日
本
と
３
位
の
台
湾
が
協
力
し
、
中

国
や
ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
に
貢
献

で
き
る
側
面
は
大
き
い
。ま
た
、両
国

の
協
力
は
、
世
界
の
エ
コ
を
リ
ー
ド

す
る
国
と
し
て
の
役
目
で
も
あ
る
。

　

最
近
、
中
国
と
結
ん
だ
サ
ー
ビ
ス

協
定
に
は
、
学
生
を
中
心
に
強
い
反

発
が
出
る
な
ど
、
中
国
と
の
架
け
橋

作
り
で
は
台
湾
自
身
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
を
抱
え
る
。だ
が
、中
国
も
含
め

て
、環
境
問
題
の
解
決
は
、共
通
の
利

害
。
万
国
の
課
題
で
あ
る
環
境
問
題

の
取
り
組
み
は
、
近
隣
諸
国
の
関
係

改
善
を
進
め
る
う
え
で
も
果
た
す
べ

き
役
割
も
大
き
い
。

方
々
と
意
見
交
換
で
き
る
意
義
は
大

き
い
」と
強
調
。

　

台
湾
か
ら
は
中
央
政
府
だ
け
で
な

く
、
関
係
省
庁
、
台
北
市
や
高
雄
市

な
ど
の
地
方
政
府
も
展
覧
会
に
参

画
。
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
世
界
各
国
か
ら
バ
イ

ヤ
ー
も
来
場
す
る
中
「
台
湾
の
優
れ

た
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
世
界
に
販
売

し
、
各
国
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い

き
た
い
」と
、国
を
挙
げ
て
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
の
輸
出
、普
及
に
尽
力
し
た
。

「
最
近
は
、
価
格
競
争
で
大
陸
（
中

国
）の
追
い
上
げ
を
受
け
て
い
る
」─

─
。
輸
出
立
国
・
台
湾
は
今
、
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
優
れ
た
技
術

や
比
較
的
安
価
な
労
働
力
と
い
う
優

位
性
を
生
か
し
て
成
長
し
て
き
た
台

湾
だ
が
、近
年
、そ
の
座
を
新
興
国
に

奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
中
、
台
湾
が
活
路
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
〝
エ
コ
〟や

〝
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〟。
台
湾

の
12
年
度
の
グ
リ
ー
ン
ト
レ
ー
ド
輸

出
実
績
は
４
０
５
億
米
㌦
、
総
輸
出

総
額
の
13
・
５
％
を
占
め
る
ま
で
拡

大
。
展
覧
会
場
で
も
エ
コ
家
電
や
電

気
自
動
車
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
燃

台
湾
の
エ
コ
産
業
を

世
界
の
キ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ

「
台
湾
は
、Ｉ
Ｍ
Ｄ
（
国
際
経
営
開

発
研
究
所
）が
発
表
し
た
２
０
１
３

年
の
世
界
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
の

〝
持
続
可
能
な
開
発
に
お
け
る
国
際

競
争
力
〟
分
野
で
、日
本
、デ
ン
マ
ー

ク
に
次
ぐ
３
位
。
台
湾
の
輸
出
製
品

を
エ
コ
製
品
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

『
エ
コ
ト
レ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を

通
じ
て
、台
湾
の
産
業
、企
業
が
世
界

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
キ
ー
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
立
て
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
ま
す
」─
─
。

　

第
９
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展

の
開
幕
に
際
し
、
主
催
国
の
立
場
か

ら
、
台
湾
経
済
部
次
長
の
沈
榮
津
氏

は
力
強
く
、こ
う
挨
拶
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
は
Ｂ
to
Ｂ

（
企
業
間
取
引
）、Ｂ
to
Ｃ
（
企
業
対

消
費
者
）が
中
心
だ
っ
た
が
、今
回
は

Ｂ
to
Ｇ
、つ
ま
り
企
業
対
政
府
間
取

引
も
行
わ
れ
た
の
が
大
き
な
特
長
。

　

沈
氏
も
「
政
府
調
達
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
各
企
業
が
海
外
の
政
府

調
達
担
当
者
と
の
対
話
や
、ア
ジ
ア

生
産
性
機
構
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）
加
盟
国
の

「グリーンプロダクツの普及で、経済成長を」──。このスローガンの下、3月13日から16日までの４日間、
アジア最大のエコプロダクツ国際展が台湾の台北世界貿易センターで開催。15カ国・経済から207社・
団体が参加し、2日間のビジネスデーと2日間の一般デーに総勢 
1万7483名が来場。ビジネスデーにはバイヤーズブースも設けら
れ、期間を通じて総計100億円規模の商談が行われた模様。輸
出立国として成長してきた台湾だが、近年は中国を始めとする新
興国の安値攻勢で苦戦を強いられる局面も出ている。岐路に立
つ台湾経済にあって“エコ”は成長の切り札。日本企業との連携も
含めた今後の展望と、アジアのエコ活動の現状を追う。
� 本誌：北川 文子

第９回エコプロダクツ国際展が台湾で開催

料
電
池
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
エ
コ
交
通

シ
ス
テ
ム
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
エ
コ

製
品
の
展
示
が
目
立
っ
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｏ
が
設
立
し
た
緑
の
生
産
性

諮
問
委
員
会（
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）が
手
掛
け

る『
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

で
も
、
圧
倒
的
な
登
録
数
を
誇
っ
た

日
本
を
抜
き
、
台
湾
が
今
年
初
め
て

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
経
済
環
境
が
変

化
す
る
中
、
世
界
経
済
に
お
け
る
台

湾
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
高
め

る
た
め
の
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

だ
が
、エ
コ
に
お
け
る
日
本
の
影

響
力
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
き
た

と
は
い
え
、
最
先
端
の
環
境
技
術
を

持
つ
企
業
は
日
本
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
背
景
も
含
め
、
台
湾
は

「
台
湾
を
経
由
し
て
中
国
、東
南
ア
ジ

ア
へ
進
出
」
と
い
う
ル
ー
ト
の
活
用

を
強
く
推
薦
。
日
本
企
業
が
直
接
、

中
国
へ
進
出
す
る
よ
り
も
、
中
国
と

の
関
係
が
よ
り
深
い
台
湾
を
通
じ
て
、

中
国
へ
進
出
す
べ
き
と
い
う
も
の
だ
。

　

台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー
秘
書
長
の
黄

文
榮
氏
も
「
中
国
と
の
関
係
が
緊
密

な
台
湾
は
、日
本
企
業
の
中
国
進
出

で
役
立
て
る
こ
と
は
多
い
。
両
者
が

手
を
組
ん
で
、一
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

現地レポート

環境と経済の両立 へ──
「グリーンイノベーショ ンは成長の切り札」

環境意識の向上の中、エコプロダクツの登録 数で初めて日本を上回った台湾

ウェルカムレセプションで挨拶する馬英九総統開幕式典の様子 会場となった台北世界貿易センター
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例
年
、
開
催
地
企
業
の
出
展
が
多
い

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
だ
が
、
開

催
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
、
多
く

の
企
業
が
出
展
し
て
い
る
の
が
日

本
。
ま
た
、
今
年
は
、
企
業
だ
け
で

な
く
、
地
域
に
よ
る
出
展
も
見
ら
れ

た
。
例
え
ば
、
公
害
に
よ
る
琵
琶
湖

汚
染
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越

え
た
滋
賀
県
。
中
小
企
業
が
連
携

し
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
「
び

わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委

員
会
事
務
局
」
と
し
て
出
展
。
出
展

者
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
で
あ
る
。

日
本
、ア
ジ
ア
の
産
業
排
水
で

採
用
相
次
ぐ
住
友
電
工
の
水
処
理
膜

「
電
線
の
絶
縁
体
に
使
わ
れ
て
い
た

素
材
を
応
用
し
ま
し
た
」（
住
友
電

気
工
業
・
新
規
事
業
開
発
本
部
・
水

処
理
事
業
開
発
部
・
営
業
部
主
幹
・

大
下
恒
二
氏
）

　

世
界
各
地
で
水
不
足
が
深
刻
度
を

増
す
中
、
日
本
企
業
が
力
を
発
揮
し

て
い
る
水
処
理
膜
市
場
。
水
処
理
の

段
階
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
膜
は
異
な

る
が
、
異
物
の
除
去
に
使
わ
れ
る

「
Ｍ
Ｆ
膜
」
で
は
旭
化
成
、
三
菱
レ
イ

ヨ
ン
、
ク
ボ
タ
、
東
レ
な
ど
日
本
勢

が
健
闘
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
後

発
な
が
ら
、
素
材
の
違
い
で
市
場
を

開
拓
し
て
い
る
の
が
住
友
電
工
。

　

住
友
電
工
の
Ｍ
Ｆ
膜
の
素
材
は

「
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
（
４
フ
ッ
化
エ
チ
レ
ン

樹
脂
）」。
ラ
イ
バ
ル
社
の
多
く
が

Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
（
ポ
リ
フ
ッ
化
ビ
ニ
リ
デ

ン
）
を
使
う
中
、
化
学
的
に
も
安
定

し
た
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
ア
ル
カ
リ
や
酸
な
ど
に
も
強

く
、
耐
久
性
の
高
い
Ｍ
Ｆ
膜
を
生
産

し
て
い
る
。

　

こ
の
住
友
電
工
の
水
処
理
膜
『
ポ

ア
フ
ロ
ン
』
は
、
電
線
に
使
わ
れ
て

い
た
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の
「
他
の
素
材
と

く
っ
つ
き
に
く
い
」
と
い
う
特
性
を

生
か
し
、
炊
飯
器
の
内
釜
の
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
材
や
複
写
機
の
定
着
ロ
ー

ラ
ー
、
防
水
透
湿
性
素
材
な
ど
へ
と

用
途
を
拡
大
す
る
中
で
、
そ
れ
を
さ

ら
に
廃
水
処
理
の
水
処
理
膜
へ
と
応

用
さ
せ
た
商
品
。

　

ア
ル
カ
リ
や
酸
に
強
く
「
汚
れ
て

も
洗
っ
て
再
利
用
で
き
る
」
た
め

「
汚
れ
の
激
し
い
廃
水
や
油
を
含
む

廃
水
処
理
」
で
力
を
発
揮
。
こ
う
し

た
特
長
を
生
か
し
て
、
中
国
の
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
排

水
処
理
の
他
、

日
本
、
ア
ジ
ア

の
産
業
排
水
全

般
で
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
水
処

理
膜
は
水
処
理

施
設
の
一
部
材
の
た
め
「
事
業
の
拡

大
に
は
協
業
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必

要
」。
そ
こ
で
住
友
電
工
は
地
域
ご

と
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
顧
客
の

要
望
に
耳
を
傾
け
、
排
水
処
理
費
用

や
水
の
再
利
用
に
よ
る
水
道
費
の
削

減
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
な
観
点
で
の
提

案
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
中
国
や
ア
ジ
ア
中
心
に
市

場
を
開
拓
し
て
い
る
が
、
油
汚
れ
に

強
い
点
を
生
か
し
、
石
油
精
製
需
要

の
高
い
北
米
や
中
東
な
ど
へ
の
進
出

も
見
据
え
て
い
る
。

中
国
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
に

貢
献
す
る
帝
人
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

「
中
国
で
も
、
持
続
可
能
な
経
済
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
た

企
業
や
地
域
が
出
て
き
て
い
る
。
帝

人
の
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
エ
コ

サ
ー
ク
ル
）
事
業
も
中
国
の
企
業
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
や
っ
て

い
ま
す
」（
帝
人
顧
問
・
酒
井
和
幸

氏
）

　

帝
人
が
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
『
エ
コ

サ
ー
ク
ル
』。
こ
れ
は
、
使
用
済
み

の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
を
回
収
し
、

異
素
材
を
除
去
し
た
後
、
分
子
レ
ベ

ル
ま
で
分
解
し
、
石
油
か
ら
製
造
し

た
原
料
と
同
じ
状
態
に
戻
す
技
術
。

　

こ
の
技
術
を
使
え
ば
、
製
造
時
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
約
80
％
削
減
で
き

る
他
、
原
料
の
有
効
活
用
、
廃
棄
物

の
削
減
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

　

だ
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
が
嵩

む
た
め
、
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
は
、
こ

れ
ま
で
帝
人
の
松
山
工
場
に
留
ま
っ

て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
２
年
、
帝

人
は
中
国
科
学
繊
維
工
業
協
会
と
連

携
し
、
中
国
最
大
の
繊
維
生
産
拠
点

の
紹
興
市
に
合
弁
会
社
「
浙
江
佳
人

新
材
料
有
限
公
司
」
を
設
立
。
14
年

中
に
、
現
地
で
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。

　

中
国
は
、
世
界
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

生
産
量
の
60
％
強
を
占
め
る
世
界
最

大
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
生
産
国
。

　

中
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
粉
砕
・
再
溶
融
し
て
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
製
品
に
戻
す
「
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
行
わ
れ
て
き
た

が
、
元
の
原
料
の
状
態
に
ま
で
戻
す

「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
ま
で
行

う
事
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

世
界
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
衣

料
品
の
廃
棄
物
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
一
大
生
産
国
で
あ
り
、
消
費

地
で
も
あ
る
中
国
で
、
エ
コ
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

食
品
の
鮮
度
を
長
持
ち
さ
せ
る

三
井
化
学
の
機
能
性
フ
ィ
ル
ム

「
出
荷
５
日
後
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

状
態
を
比
較
し
て
も
、
明
ら
か
な
違

い
が
見
ら
れ
ま

す
」（
三
井
化
学
）

　

三
井
化
学
グ

ル
ー
プ
の
三
井

化
学
東
セ
ロ
が

開
発
し
た
機
能

性
鮮
度
保
持

フ
ィ
ル
ム
『
ス

パ
ッ
シ
ュ
』
は
、

フ
ー
ド
ロ
ス
と

い
う
観
点
で
環

境
に
貢
献
し
て

い
る
。

『
ス
パ
ッ
シ
ュ
』

の
フ
ィ
ル
ム
に
添
加
さ
れ
た
特
殊
な

無
機
物
の
複
合
効
果
が
細
胞
中
の
水

分
に
働
き
か
け
、
野
菜
や
花
、
魚
や

肉
な
ど
の
鮮
度
を
保
持
し
、
褐
変
な

ど
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
。

　

出
荷
５
日
後
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

も
、
ス
パ
ッ
シ
ュ
で
包
装
し
た
も
の

は
、
水
分
が
保
た
れ
、
傷
み
も
少
な

い
（
左
下
画
像
参
照
）。

　

ま
た
、
見
た
目
だ
け
で
な
く
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
中
の
栄
養
素
・
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
の
含
有
量
を
比
べ
て
も
、
ス

パ
ッ
シ
ュ
で
包
装
し
た
も
の
は
ク
ロ

ロ
フ
ィ
ル
の
含
有
量
が
多
い
と
い
う

結
果
も
出
て
い
る
。

　

ス
パ
ッ
シ
ュ
を
使
え
ば
、
青
果
物

や
生
も
の
の
鮮
度
や
お
い
し
さ
を
保

持
で
き
る
た
め
、
物
流
や
店
頭
で
の

フ
ー
ド
ロ
ス
（
食
品
廃
棄
）の
削
減
、

ま
た
家
庭
に
お
い
て
も
、
買
い
過
ぎ

な
ど
で
青
果
物
を
ダ
メ
に
す
る
回
数

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

農
産
物
を
扱
う
農
家
に
と
っ
て

も
、
出
荷
時
期
を
調
整
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

環
境
問
題
の
中
に
は
、
世
界
的
な

食
料
不
足
も
含
ま
れ
る
。
限
ら
れ
た

資
源
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、

フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
も
重
要
な
課
題

だ
。

　

各
社
が
す
で
に
実
用
化
し
て
い
る

商
品
を
見
て
も
、
環
境
と
い
う
切
り

口
と
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
技

術
や
製
品
の
掘
り
起
こ
し
の
余
地

は
、ま
だ
ま
だ
あ
る
と
実
感
す
る
。

　

ま
た
、
優
れ
た
技
術
を
世
の
中
に

広
く
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

消
費
者
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
さ
ら

に
深
め
て
い
く
取
り
組
み
も
必
要

だ
。

住友電気工業の水処理膜『ポアフ
ロンモジュール』

三井化学の機能性フィルム『スパッシュ』で包装していたホウレンソウ（右）と他の
食品包装フィルムで包装していたホウレンソウ（左）

取引先などから花が届くなど、台湾との結び付きの強さも見られた帝人の
ブース

現地レポート
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（
今
日
的
）」
な
組
織
と
し
て
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
も
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
効
率
の
良
い
運

営
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
透
明
性
は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｏ
に
加
盟
で
き
る
の
は
、
国

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会

（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
加
盟
国
に
限
定

さ
れ
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
以
外
の
国
々

で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
必
要
と

す
る
国
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

国
々
の
力
に
も
な
れ
る
よ
う
、
協
力

関
係
の
構
築
や
準
加
盟
国
と
し
て
の

参
加
な
ど
、
具
体
的
な
対
応
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を

駆
使
し
、
よ
り
多
く
の
方
が
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
も

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

係
省
庁
ま
で
産
官
学
が
緊
密
に
連
携

し
、展
示
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
な
経
済
に
す
れ
ば
、
企

業
の
利
益
も
上
が
る
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
る
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
を

大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
活
発
な
商
談
を
後
押
し
し
た
こ

と
も
今
回
の
大
き
な
特
長
で
し
た
。

　

世
界
が
急
変
す
る
中
、
展
示
会
を

主
催
す
る
Ａ
Ｐ
Ｏ
自
身
も
変
わ
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
昨

年
秋
に
事
務
局
長
に
就
任
後
、
ま
ず

「
生
産
性
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
」
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
女
性
の
社
会
進
出
や

高
齢
化
社
会
で
の〝
生
産
性
〟と
い
っ

た
現
代
の
時
代
背
景
と
人
々
の
関
心

に
基
づ
く〝
生
産
性
の
再
定
義
〟を
し
、

わ
れ
わ
れ
自
身
も
常
に
「relevant

の
生
産
性
だ
け
で
な
く
、
環
境
も
配

慮
し
た
ト
ー
タ
ル
な
生
産
性
向
上
を

目
指
し
て
い
こ
う
と
「
緑
の
生
産

性
」
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
２

０
０
３
年
に
は
世
界
最
高
水
準
の
環

境
技
術
を
持
つ
日
本
企
業
か
ら
の
助

言
や
協
力
を
得
る
た
め
に
緑
の
生
産

性
諮
問
委
員
会（
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）を
立
ち

上
げ
、環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・サ
ー

ビ
ス
の
総
合
展
示
会
「
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
国
際
展
」
を
04
年
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
。
開
催
国
は
年
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
出
展
企
業
に
は
、

自
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
に
売

り
込
む
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
開
催
国
・
台
湾
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
生
産
性
向
上
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
馬
英

九
総
統
な
ど
政
府
の
ト
ッ
プ
か
ら
関

女
性
の
社
会
進
出
や
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

〝
生
産
性
〟な
ど
、生
産
性
を
再
定
義
し
、

世
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
を

主
催
者
に
聞
く
、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
の
歴
史
と
Ａ
Ｐ
Ｏ
の
今
後
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三井住友銀行会長

北山  禎介

台
湾
開
催
に
向
け
た

中
華
民
国
の
尽
力
に
感
謝

　

台
湾
で
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
国
際
展
を

開
催
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ（G

reen Pro-
ductivity Advisory C

om
m

ittee
）

の
会
長
と
し
て
、開
催
に
際
し
多
大
な

ご
尽
力
を
下
さ
っ
た
台
湾
政
府
、ま
た

関
係
者
の
方
々
に
改
め
て
、深
く
感
謝

の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
６
１
年
に
ア
ジ
ア
生
産
性
機
構

（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）が
設
立
さ
れ
、そ
の
中
か
ら

２
０
０
３
年
、日
本
の
大
手
企
業
30
社

が
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
組
織
を
通
じ
て
各
国
政
府
や
海

外
企
業
と
連
携
し
、エ
コ
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｏ
が
エ
コ
意
識
を
浸

透
さ
せ
、参
加
企
業
が
最
新
の
エ
コ
サ
ー

ビ
ス
や
技
術
を
広
げ
、加
盟
国
の
グ

リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
貢
献

し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
も
役
立

て
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、政
府
か

ら
企
業
、個
人
ま
で
、官
民
が
力
を
合
わ

せ
て
環
境
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

帝人顧問

酒井  和幸

日
本
の
経
験
を
活
か
し
て

世
界
の
環
境
改
善
を

　

日
本
は
産
業
公
害
や
都
市
化
に
よ

る
問
題
な
ど
、世
界
が
こ
れ
か
ら
直
面

す
る
課
題
を
早
い
時
期
に
経
験
し
、完

全
で
は
な
い
に
せ
よ
、技
術
に
よ
る
解
決

策
を
見
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、環
境
に
お
い
て
最
先
端

の
技
術
を
有
す
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。

世
界
全
体
が
地
球
環
境
と
い
う
大
き

な
問
題
に
直
面
す
る
今
、わ
れ
わ
れ
が

克
服
し
、蓄
積
し
て
き
た
技
術
を
問
題

を
抱
え
る
国
々
に
、き
ち
ん
と
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
し
て
い
く
こ
と
は
日
本
の
使
命

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た

活
動
を
通
じ
て
、世
界
で
の
存
在
感
を

出
し
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
に
な
り
、環
境
と
経
済

の
両
立
が
国
民
レ
ベ
ル
で
浸
透
す
る

中
、中
国
で
も
持
続
可
能
な
経
済
へ
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。中
国
の

よ
う
に
急
激
に
都
市
化
が
進
み
、国
境

を
越
え
た
環
境
問
題
も
起
き
る
今
、日

本
の
先
進
的
な
技
術
を
展
開
す
る
意

義
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

オリックス特別顧問

梁瀬  行雄

エ
コ
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く

従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
延
長
上
に

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、日
本
の
環

境
意
識
や
技
術
、公
害
問
題
な
ど
へ
の

取
り
組
み
は
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。ま
た
、エ
コ
の
仕

事
は
特
別
な
仕
事
で
は
な
い
と
も
感
じ

て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る

中
に〝
エ
コ
〟と
い
う
色
彩
が
加
わ
っ
た
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
で
も
、従
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
や
人
的
関
係
が
構
築
で
き
て

い
る
こ
と
が
ま
ず
ベ
ー
ス
で
あ
っ
て
、そ
こ

に
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
加
え
て
い
け
ば
良

い
話
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。環
境

破
壊
の
原
因
は
経
済
活
動
に
あ
り
ま
す

か
ら
、経
済
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
問
題

を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。オ
リ
ッ
ク
ス
で
も
従
来
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
、エ
コ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

セ
グ
メ
ン
ト
を
加
え
、日
本
と
ア
ジ
ア
を

中
心
に
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。エ

コ
を
特
別
な
も
の
と
し
て
見
る
の
で
は

な
く
、従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
形
と

し
て
、多
く
の
企
業
が
参
加
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

東京大学名誉教授
東京都市大学教授

山本  良一

グ
リ
ー
ン
競
争
は
第
二
波
へ

さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
を

　

過
去
９
年
間
、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の

デ
ィ
レ
ク
ト
リ
を
作
成
し
て
き
ま
し
た

が
、今
年
初
め
て
日
本
を
抜
き
、台
湾

の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
登
録
数
１
位
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
示
し
て
い
る

の
は
、グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一

波
は
世
界
に
届
き
、今
は
第
二
波
が

入
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。第
一
波

で
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
き
た
日
本
が
、こ
れ

か
ら
も
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
に
は
、

社
会
シ
ス
テ
ム
の
革
新
的
な
改
善
を
実

現
す
る
エ
コ
製
品
を
開
発
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、先
端
的
環
境
技

術
を
世
界
で
共
有
し
て
い
く
た
め
に

も
、国
際
社
会
か
ら
資
金
を
集
め
て
技

術
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

欧
米
で
は
自
然
資
本
に
対
す
る
損

益
計
算
を
行
い
、通
常
の
財
務
諸
表
と

合
わ
せ
て
企
業
を
評
価
す
る
動
き
も
出

て
い
ま
す
。第
二
波
が
到
来
す
る
中
、日

本
が
環
境・Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
ど
う
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。

ア
ジ
ア
以
外
の
国
々
の

生
産
性
向
上
に
も
協
力

　

１
９
６
１
年
、
生
産
性
向
上
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア
生
産
性
機

構（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
唯
一
の
国
際
機
関
で
、現
在
、20

の
国
と
地
域
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
90
近
い
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、古
く
は
、日

本
の
先
進
的
な
生
産
現
場
を
見
て
も

ら
い
、
自
国
に
技
術
を
移
転
す
る
場

で
し
た
が
、今
は
海
外
の
ほ
う
が
進

ん
で
い
る
面
も
あ
り
、日
本
が
情
報

を
出
し
て
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
が
受
け

取
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、互
い

に
学
び
合
う
場
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
世
界
的
問
題
に
な

る
中
、
20
年
前
か
ら
機
械
的
な
意
味

第10代アジア生産性機構
事務局長

天野  万利


